
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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ディスク挿入方向の中心線に対して交差する方向にスライド可能に設けられたスライド
部、およびこのスライド部の一側に設けられディスク挿入方向へ挿入されるディスクの周
縁一側が当接するディスク当接部を有する第１のスライド体と、

この第１のスライド体のスライド部に平行に並び前記ディスク挿入方向の中心線に対し
て交差する方向にスライド可能に設けられたスライド部、およびこのスライド部の他側に
設けられディスク挿入方向へ挿入されるディスクの周縁他側が当接するディスク当接部を
有する第２のスライド体と、

これら第１および第２のスライド体を各ディスク当接部が前記中心線に接近する方向へ
向けて付勢する付勢手段と、

前記第１および第２のスライド体の両スライド部間に回動可能に設けられる回動体と
を具備し、
前記回動体には、周面に対のギヤ部とこれら対のギヤ部間に位置する対の切欠部とが設

けられ、
前記第１および第２のスライド体には、これら第１および第２のスライド体の互いに対

向する各スライド部の縁部に沿って、第１のラック部、回動規制部および第２のラック部
が順に前記回動体を中心として点対称の位置関係にそれぞれ設けられ、第１のラック部と
第２のラック部との間の回動規制部の距離は回動体の一方のギヤ部から他方のギヤ部まで
の切欠部の距離より長く設けられ、



　 回動体は、 各ディスク当接部にディスクが非接
触の状態で各ギヤ部が各第１のラック部に噛合し 、前記第１および第２のスライド
体 互いに
反対方向へスライドするときには、各ギヤ部が各第１のラック部から外れて各切欠部が各
回動規制部に対向するとともに各ギヤ部が各第２のラック部に噛合する 回動体 回
動 を許容し、いずれか一方のスライド体

がスライドするときには、
一方のスライド体の第１のラック部から外れた ギヤ部が他方のスライド体の回動規
制部に当接して回動体の回動 規制 他方 ヤ部が一方のスライド体の第
２のラック部と当接して一方のスライド体のスライドを規制する
　ことを特徴とす ィスク挿入位置決め装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ディスク挿入方向の中心線に沿ってディスクが挿入されるように位置決めす
るディスク挿入位置決め装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、音楽再生用のコンパクトディスクなどのディスクプレーヤでは、例えば、特開平
１０－１１６４５９号公報に記載されているように、ディスクをディスクプレーヤの前面
のディスク挿入口から挿脱するローディング方式を採用した場合、ディスクがディスク挿
入方向の中心線より一側に片寄って挿入されようとした場合でも、ディスクがディスク挿
入方向の中心線に沿って挿入されるように位置決めして正規の再生位置に装填させるディ
スク挿入位置決め装置を備えている。
【０００３】
　このディスク挿入位置決め装置は、ディスク挿入口の両側にそれぞれ配置されるディス
ク当接部を有する両側の回転移動アームを回動可能に設けており、これら両側の回転移動
アームが同期して揺動するように、各回転移動アームに各連結部材の一端を連結し、各連
結部材の他端同士をピンで連結し、このピンをシャーシに設けたガイド溝に係合させてい
る。ガイド溝の両側縁にはピンが側縁に片押しされた場合に引っ掛かる凹部を設けている
。
【０００４】
　そして、ディスク挿入口の中心線に沿ってディスクが挿入されるときには、両側のディ
スク当接部がディスクで押されて同期して拡開移動し、両側の回転移動アームが同期して
回動し、各連結部材によってピンがガイド溝の中心に沿って凹部に引っ掛かることなく移
動する。また、ディスク挿入口の中心線よりいずれか一側に片寄ってディスクが挿入され
るときには、片寄った一側のディスク当接部のみがディスクで押されて拡開移動し、一側
の回転移動アームのみが回動し、一側の連結部材によってピンがガイド溝の側縁に片押し
されて凹部に引っ掛かるため、一側のディスク当接部の拡開移動を規制してディスクの挿
入を他側に寄せ、ディスク挿入口の中心線に沿わせるように修正している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来のディスク挿入位置決め装置では、ディスク当接部を有する回転移
動アームが回転移動する構造であるため、ディスク当接部がディスクで押されて拡開移動
する移動量を確保するためにはディスク当接部と回転移動アームの回動支点との距離をあ
る程度大きくしなければならず、回転移動アームが大形になり、さらに、両側の回転移動
アームを同期して揺動させるための連結部材も大形になる問題がある。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、小形に構成できるディスク挿入位置決
め装置を提供することを目的とする。
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前記 前記第１および第２のスライド体の
ており

の両ディスク当接部にディスクが接触してこれら第１および第２のスライド体が

ように が
して第１および第２のスライド体のスライド のデ

ィスク当接部のみにディスクが接触してこの一方のスライド体
一方の

が されるとともに のギ

るデ



【０００７】
【課題を解決するための手段】
　 求項 記載のディスク挿入位置決め装置は、

回動体は、 各デ
ィスク当接部にディスクが非接触の状態で各ギヤ部が各第１のラック部に噛合し 、
前記第１および第２のスライド体

互いに反対方向へスライドするときには、各ギヤ部が各第１のラ
ック部から外れて各切欠部が各回動規制部に対向するとともに各ギヤ部が各第２のラック
部に噛合 回動体 回動 を許容し、
いずれか一方のスライド体

がスライドするときには、一方のスライド体の第１のラック部から外れた ギヤ
部が他方のスライド体の回動規制部に当接して回動体の回動 規制 他方

ヤ部が一方のスライド体の第２のラック部と当接して一方のスライド体のスライドを規
制するものである。
【０００８】
　そして、この構成では、

第１および第２の
スライド体

互いに反対方向へスライドするときには ギヤ部が各第１のラック部から外れて各切
欠部が各回動規制部に対向するとともに各ギヤ部が各第２のラック部に噛合する 回
動体 回動 を許容し、また、いずれか一方の
スライド体 がスライド
するときには、一方のスライド体の第１のラック部から外れた ギヤ部が他方のスラ
イド体の回動規制部に当接して回動体の回動 規制 他方 ヤ部が一方の
スライド体の第２のラック部と当接して一方のスライド体のスライドを規制するため、簡
単な構成で、ディスク挿入方向の中心線に沿ってディスクが挿入されるように位置決め可
能となる。
【０００９】
　 、第１のラック部と第２のラック部との間の回動規制部の距離が、回動体の一方の
ギヤ部から他方のギヤ部までの切欠部の距離より長く設けられているため、いずれか一方
のスライド体のみがスライドするときに、いずれか一方のスライド体の第１のラック部か
ら外れたギヤ部が他方のスライド体の回動規制部に確実に当接し、回動体の回動を規制し
て一方のスライド体のみがスライドするのを規制する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１１】
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請 １ ディスク挿入方向の中心線に対して交差
する方向にスライド可能に設けられたスライド部、およびこのスライド部の一側に設けら
れディスク挿入方向へ挿入されるディスクの周縁一側が当接するディスク当接部を有する
第１のスライド体と、この第１のスライド体のスライド部に平行に並び前記ディスク挿入
方向の中心線に対して交差する方向にスライド可能に設けられたスライド部、およびこの
スライド部の他側に設けられディスク挿入方向へ挿入されるディスクの周縁他側が当接す
るディスク当接部を有する第２のスライド体と、これら第１および第２のスライド体を各
ディスク当接部が前記中心線に接近する方向へ向けて付勢する付勢手段と、前記第１およ
び第２のスライド体の両スライド部間に回動可能に設けられる回動体とを具備し、前記回
動体には、周面に対のギヤ部とこれら対のギヤ部間に位置する対の切欠部とが設けられ、
前記第１および第２のスライド体には、これら第１および第２のスライド体の互いに対向
する各スライド部の縁部に沿って、第１のラック部、回動規制部および第２のラック部が
順に前記回動体を中心として点対称の位置関係にそれぞれ設けられ、第１のラック部と第
２のラック部との間の回動規制部の距離は回動体の一方のギヤ部から他方のギヤ部までの
切欠部の距離より長く設けられ、前記 前記第１および第２のスライド体の

ており
の両ディスク当接部にディスクが接触してこれら第１お

よび第２のスライド体が

するように が して第１および第２のスライド体のスライド
のディスク当接部のみにディスクが接触してこの一方のスライ

ド体 一方の
が されるとともに の

ギ

第１および第２のスライド体の各ディスク当接部にディスクが
非接触の状態で回動体の各ギヤ部が各第１のラック部に噛合しており、

の両ディスク当接部にディスクが当接してこれら第１および第２のスライド体
が 、各

ように
が して第１および第２のスライド体のスライド

のディスク当接部のみにディスクが接触してこの一方のスライド体
一方の

が されるとともに のギ

また



　本実施の形態のディスク挿入位置決め装置を適用したディスクプレーヤで取り扱うディ
スクとしては、例えば、音楽再生用のコンパクトディスクであって、１２ｃｍのアルバム
タイプである大径ディスク DLと８ｃｍのシングルタイプである小径ディスク DSを例にとっ
て説明する。
【００１２】
　図４にディスクプレーヤの分解状態の斜視図を示し、 10は本体で、この本体 10は、シャ
ーシ 11およびこのシャーシ 11の上面に取り付けられた天板 12を有し、シャーシ 11の前面に
ディスクを挿脱するディスク挿入口 13が形成されている。
【００１３】
　シャーシ 11の内側には複数のダンパー 14によってピックベース 15がフローティング状態
に支持されている。このピックベース 15には、ピックベース 15上の再生位置に装填された
ディスクを回転させるディスク回転機構 16、ディスクに記憶された情報を光学的に読み取
るピックアップ機構 17、ディスクをチャックするチャック機構 18、ディスクをローディン
グするローディング機構 19の一部などが配設されている。
【００１４】
　ディスク回転機構 16は、ピックベース 15上の再生位置に回転自在に配置されるターンテ
ーブル 20、およびこのターンテーブル 20を回転駆動するスピンドルモータ 21を有している
。
【００１５】
　ピックアップ機構 17は、ディスクに記憶された情報を光学的に読み取るピックアップ 22
、およびこのピックアップ 22をディスクの径方向へ移動させるピックアップ移動機構 23を
有している。
【００１６】
　ディスクチャック機構 18は、ピックベース 15上の後部側に配置されるチャックアーム 24
を有し、このチャックアーム 24の前端中央にターンテーブル 20との間にディスクをチャッ
キングするクランパ 25が回転可能に取り付けられている。
【００１７】
　ディスクローディング機構 19は、ディスク挿入口 13の上側に配置されて天板 12の下面に
取り付けられるトップガイド 26、およびディスク挿入口 13の下側に配置されてトップガイ
ド 26との間にディスクを挟持してローディング方向またはアンローディング方向を含むデ
ィスク搬送方向に搬送するローディングローラ 27を有している。
【００１８】
　また、図１ないし図３に示すように、本体 10の天板 12側には、ディスク挿入口 13へのデ
ィスクの挿入時に、ディスク挿入方向Ｆの中心線Ｏに沿ってディスクが挿入されるように
位置決めするディスク挿入位置決め装置 30が配設されている。
【００１９】
　このディスク挿入位置決め装置 30は、第１のスライド体 31、第２のスライド体 32、付勢
手段としてのスプリング 33および回動体 34を有するとともに、これら第１のスライド体 31
、第２のスライド体 32、スプリング 33および回動体 34を取り付ける天板 12とトップガイド
26とで構成されるケース 35を有している。
【００２０】
　第１のスライド体 31は、金属板にて一体に形成されており、ケース 35にディスク挿入方
向Ｆの中心線Ｏに対して交差する方向へスライド可能に取り付けられるスライド部 38を有
し、このスライド部 38の一側にディスク挿入口 13の中心線Ｏより一側位置に突出するディ
スク当接部 39が設けられている。ディスク当接部 39にはディスク挿入口 13へ挿入されるデ
ィスクの周縁一側が当接される。
【００２１】
　第２のスライド体 32は、金属板にて一体に形成されており、ケース 35にディスク挿入方
向Ｆの中心線Ｏに対して交差する方向へスライド可能に取り付けられるスライド部 40を有
し、このスライド部 40の他側にディスク挿入口 13の中心線Ｏより他側位置に突出するディ
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スク当接部 41が設けられている。ディスク当接部 41にはディスク挿入口 13へ挿入されるデ
ィスクの周縁他側が当接される。
【００２２】
　各スライド体 31， 32の各スライド部 38， 40は平行に並んで配設され、それら対向する縁
部に沿って、第１のラック部 42a， 42b、回動規制部 43a， 43b、第２のラック部 44a， 44b、
回動規制部 45a， 45bが順に回動体 34を中心として点対称の位置関係に設けられているとと
もに、両回動規制部 43a， 43b， 45a， 45bの対向間隔が回動体 34の外径より狭く設けられて
いる。
【００２３】
　スプリング 33は、中間がコイル状に巻回されたばね線材で形成され、各端部が各スライ
ド体 31， 32の各スライド部 38， 40に連結され、各ディスク当接部 39， 41が中心線Ｏに接近
する方向へ向けて付勢する。
【００２４】
　回動体 34は、各スライド体 31， 32の両スライド部 38， 40間に回動可能に配設され、各ス
ライド体 31， 32が同期して互いに反対方向へスライドするのを許容し、スライド体 31， 32
のいずれか一方のみが単独でスライドするのを規制する機能を有している。すなわち、回
動体 34の周面に対のギヤ部 46a， 46bと対の切欠部 47a， 47bとが交差する位置に形成されて
おり、そして、各ラック部 42a， 42b， 44a， 44bが各ギヤ部 46a， 46bに噛合する回動体 34の
回動位置で各スライド体 31， 32のスライドを同期させ、各回動規制部 43a， 43bが各切欠部
47a， 47bに対向する回動体 34の回動位置で回動体 34の回動が規制されるとともにその状態
で各スライド体 31， 32のスライドを許容する。回動体 34の対の切欠部 47a， 47bの幅は、両
回動規制部 43a， 43bの対向間隔より狭く形成されている。第１のラック部 42a， 42bと第２
のラック部 44a， 44bとの間の回動規制部 43a， 43bの距離は、回動体 34の一方のギヤ部 46a
から他方のギヤ部 46bまでの切欠部 47a， 47bの距離より長く形成されている。そして、各
ディスク当接部 39， 41にディスクが非接触の状態では、各ギヤ部 46a， 46bが各第１のラッ
ク部 42a， 42bに噛合する。
【００２５】
　ケース 35のトップガイド 26には、各スライド体 31， 32のスライド部 38， 40に設けられた
複数の各ガイド突部 48， 49が係合してディスク挿入方向Ｆの中心線Ｏに対して交差する方
向にガイドする複数のガイド溝 50， 51が形成されているとともに、回転体 34を回転自在に
軸支する軸部 52が形成されている。そして、トップガイド 26上に各スライド体 31， 32、ス
プリング 33および回動体 34などが配置された状態で天板 12が被着され、これら天板 12とト
ップガイド 26との間で各スライド体 31， 32がスライド可能に、回動体 34が回動可能に保持
される。
【００２６】
　そして、各スライド体 31， 32に設けた第１のラック部 42a， 42b、回動規制部 43a， 43bお
よび第２のラック部 44a， 44bと、ギヤ部 46a， 46bおよび切欠部 47a， 47bを有する回動体 34
とにより、中心線Ｏに沿ってディスクが挿入されるときに各スライド体 31， 32の各ディス
ク当接部 39， 41が中心線Ｏに対して同期して拡開移動するのを許容し、中心線Ｏよりいず
れかの側に片寄ってディスクが挿入されるときに片寄った側のディスク当接部 39， 41の中
心線Ｏに対する拡開移動を規制してディスクを中心線Ｏに沿わせる規制手段 53が構成され
ている。
【００２７】
　また、トップガイド 26上には、基板 54によって、ディスクの挿入時にスライドする第１
のスライド体 31でオンする挿入検知スイッチ 55、大径のディスク DLの挿入時にスライドす
る第１のスライド体 31でオンするディスク種類検知スイッチ 56が配設されている。
【００２８】
　次に、ディスク挿入位置決め装置 30の作用について説明する。
【００２９】
　図１に示すように、ディスク挿入前の待機状態では、スプリング 33の付勢によって各ス
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ライド体 31， 32ともディスク当接部 39， 41が互いに中心線Ｏに最も接近移動していて、回
動体 34の各ギヤ部 46a， 46bが各スライド体 31， 32の各第１のラック部 42a， 42bに噛合して
いる。このときのディスク当接部 39， 41の間隔は小径のディスク DSの直径より小さい間隔
としている。
【００３０】
　まず、小径のディスク DSが左寄りに挿入された場合について、図５および図６を参照し
て説明する。
【００３１】
　図１において小径のディスク DSが左寄りに挿入されることにより、図５に示すように、
小径のディスク DSの周縁左側が第１のスライド体 31のディスク当接部 39に接触し、第１の
スライド体 31を左方向に押動してスライドさせる。
【００３２】
　図１において第１のスライド体 31が左方向にスライドすることにより、第１のスライド
体 31の第１のラック部 42aに一方のギヤ部 46aが噛合する回動体 34が反時計回り方向に回動
し、回動規制部 43aと切欠部 47aとが対向し、また、回動体 34の反時計回り方向への回動に
より、他方のギヤ部 46bが第１のラック部 42bに噛合する第２のスライド体 32が右方向に連
動してスライドし、回動規制部 43bと切欠部 47bとが対向する。
【００３３】
　図５に示すように、回動規制部 43a， 43bと切欠部 47a， 47bとが対向した状態で、第１の
スライド体 31がさらに左方向へスライドし、第２のラック部 44aが回動体 34の他方のギヤ
部 46bに当接して反時計回り方向へ回動させようとする。しかし、第１のスライド体 31の
第１のラック部 42aから外れた一方のギヤ部 46aが第２のスライド体 32の回動規制部 43bに
当接して回動体 34の反時計回り方向への回動を規制する。そのため、第１のスライド体 31
の左方向へのスライドを規制する。なお、左方向へのスライドが規制された位置での第１
のスライド体 31のディスク当接部 39と中心線Ｏとの距離は、小径のディスク DSの約半径分
に相当する。
【００３４】
　図５に示す状態で第１のスライド体 31の左方向へのスライドが規制された後は、小径の
ディスク DSの挿入が右寄り、つまり中心線Ｏ寄りに移動する。
【００３５】
　図６に示すように、小径のディスク DSを中心線Ｏ寄りに移動させて挿入することにより
、小径のディスク DSの周縁右側が第２のスライド体 32のディスク当接部 41に接触し、第２
のスライド体 32を右方向に押動してスライドさせ、小径のディスク DSが中心線Ｏに沿う。
【００３６】
　小径のディスク DSは、中心線Ｏに沿った状態で、トップガイド 26とローディングローラ
27との間にくわえ込まれる。第１のスライド体 31が左方向へスライドしたときに挿入検知
スイッチ 55がオンし、ローディングローラ 27が回転駆動されているため、このローディン
グローラ 27の回転によって小径のディスク DSを本体 10内の所定の再生位置にローディング
する。
【００３７】
　小径のディスク DSの最大径の部分がディスク当接部 39， 41間を通過すれば、スプリング
33の付勢によりディスク当接部 39， 41の間隔が狭まるように各スライド体 31， 32がスライ
ドするとともに、回動体 34のギヤ部 46a， 46bと第１のラック部 42a， 42bとの噛合により各
スライド体 31， 32が同期してスライドし、図１に示す初期の状態に復帰する。
【００３８】
　次に、小径のディスク DSが右寄りに挿入された場合について、図７および図８を参照し
て説明する。
【００３９】
　図１において小径のディスク DSが右寄りに挿入されることにより、図７に示すように、
小径のディスク DSの周縁右側が第２のスライド体 32のディスク当接部 41に接触し、第２の
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スライド体 32を右方向に押動してスライドさせる。
【００４０】
　図１において第２のスライド体 32が右方向にスライドすることにより、第２のスライド
体 32の第１のラック部 42bに一方のギヤ部 46bが噛合する回動体 34が反時計回り方向に回動
し、回動規制部 43bと切欠部 47bとが対向し、また、回動体 34の反時計回り方向への回動に
より、他方のギヤ部 46aが第１のラック部 42aに噛合する第１のスライド体 31が左方向に連
動してスライドし、回動規制部 43aと切欠部 47aとが対向する。
【００４１】
　図７に示すように、回動規制部 43a， 43bと切欠部 47a， 47bとが対向した状態で、第２の
スライド体 32がさらに右方向へスライドし、第２のラック部 44bが回動体 34の他方のギヤ
部 46aに当接して反時計回り方向へ回動させようとする。しかし、第２のスライド体 32の
第１のラック部 42bから外れた一方のギヤ部 46bが第１のスライド体 31の回動規制部 43aに
当接して回動体 34の反時計回り方向への回動を規制する。そのため、第２のスライド体 32
の右方向へのスライドを規制する。なお、右方向へのスライドが規制された位置での第２
のスライド体 32のディスク当接部 41と中心線Ｏとの距離は、小径のディスク DSの約半径分
に相当する。
【００４２】
　図７に示す状態で第２のスライド体 32の右方向へのスライドが規制された後は、小径の
ディスク DSの挿入が左寄り、つまり中心線Ｏ寄りに移動する。
【００４３】
　図８に示すように、小径のディスク DSを中心線Ｏ寄りに移動させて挿入することにより
、小径のディスク DSの周縁左側が第１のスライド体 31のディスク当接部 39に接触し、第１
のスライド体 31を左方向に押動してスライドさせ、小径のディスク DSが中心線Ｏに沿う。
【００４４】
　この後は、上述したように、小径のディスク DSが左寄りに挿入された場合と同様の動作
となる。
【００４５】
　また、小径のディスク DSが中心線Ｏに沿って挿入された場合には、各スライド体 31， 32
のディスク当接部 39， 41に小径のディスク DSの周縁両側が当接し、各スライド体 31， 32が
同期して互いに反対方向へスライドするため、回動体 34の回動規制によって各スライド体
31， 32のスライドが規制されることなく、小径のディスク DSを中心線Ｏに沿って挿入でき
る。
【００４６】
　次に、大径のディスク DLが左寄りに挿入された場合について、図９および図１０、図１
３および図１４を参照して説明する。
【００４７】
　図１において大径のディスク DLが左寄りに挿入されることにより、図９に示すように、
大径のディスク DLの周縁左側が第１のスライド体 31のディスク当接部 39に接触し、第１の
スライド体 31を左方向に押動してスライドさせる。
【００４８】
　図１において第１のスライド体 31が左方向にスライドすることにより、第１のスライド
体 31の第１のラック部 42aに一方のギヤ部 46aが噛合する回動体 34が反時計回り方向に回動
し、回動規制部 43aと切欠部 47aとが対向し、また、回動体 34の反時計回り方向への回動に
より、他方のギヤ部 46bが第１のラック部 42bに噛合する第２のスライド体 32が右方向に連
動してスライドし、回動規制部 43bと切欠部 47bとが対向する。
【００４９】
　図９に示すように、回動規制部 43a， 43bと切欠部 47a， 47bとが対向した状態で、第１の
スライド体 31がさらに左方向へスライドし、第２のラック部 44aが回動体 34の他方のギヤ
部 46bに当接して反時計回り方向へ回動させようとする。しかし、第１のスライド体 31の
第１のラック部 42aから外れた一方のギヤ部 46aが第２のスライド体 32の回動規制部 43bに
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当接して回動体 34の反時計回り方向への回動を規制する。そのため、第１のスライド体 31
の左方向へのスライドを規制する。
【００５０】
　図９に示す状態で第１のスライド体 31の左方向へのスライドが規制された後は、大径の
ディスク DLの挿入が右寄り、つまり中心線Ｏ寄りに移動する。
【００５１】
　図１０に示すように、大径のディスク DLを中心線Ｏ寄りに移動させて挿入することによ
り、大径のディスク DLの周縁右側が第２のスライド体 32のディスク当接部 41に接触し、第
２のスライド体 32を右方向に押動してスライドさせ、大径のディスク DLが中心線Ｏに沿う
。
【００５２】
　第２のスライド体 32が右方向にスライドすることにより、回動規制部 43bがギヤ部 46aか
ら外れ、回動体 34の回動規制を解除する。これにより、図１３に示すように、第１のスラ
イド体 31の第２のラック部 44aに回動体 34のギヤ部 46bが噛合し、第２のスライド体 32の第
２のラック部 44bに回動体 34のギヤ部 46aが噛合し、回動体 34が反時計回り方向へ回動する
。そのため、回動体 34を中心として第１のスライド体 31の左方向へのスライドと第２のス
ライド体 32の右方向へのスライドとが同期され、大径のディスク DLは中心線Ｏに沿った状
態で挿入される。
【００５３】
　大径のディスク DLは、中心線Ｏに沿った状態で、挿入方向の先端縁がトップガイド 26と
ローディングローラ 27との間にくわえ込まれる。第１のスライド体 31が左方向へスライド
したときに挿入検知スイッチ 55がオンし、ローディングローラ 27が回転駆動されているた
め、このローディングローラ 27の回転によって大径のディスク DLを本体 10内の所定の再生
位置へ向けてローディングする。さらに、大径のディスク DLの場合には、小径のディスク
DSの場合に比べて、第１のスライド体 31の左方向へのスライド量が多いために、ディスク
種類検知スイッチ 56がオンし、大径のディスク DLであることが識別される。
【００５４】
　大径のディスク DLをローディングする過程で、図１４に示すように、第１のスライド体
31の回動規制部 45aと切欠部 47bとが対向し、第２のスライド体 32の回動規制部 45bと切欠
部 47aとが対向し、各スライド体 31， 32と回動体 34との噛合が解除される。大径のディス
ク DLの最大径の部分がディスク当接部 39， 41間を通過すれば、スプリング 33の付勢により
ディスク当接部 39， 41の間隔が狭まるように各スライド体 31， 32がスライドするとともに
、回動体 34のギヤ部 46a， 46bと各ラック部 44a， 44b， 42a， 42bとの噛合により各スライド
体 31， 32が同期してスライドし、図１に示す初期の状態に復帰する。
【００５５】
　次に、大径のディスク DLが右寄りに挿入された場合について、図１１および図１２を参
照して説明する。
【００５６】
　図１において大径のディスク DLが左寄りに挿入されることにより、図１１に示すように
、大径のディスク DLの周縁右側が第２のスライド体 32のディスク当接部 41に接触し、第２
のスライド体 32を右方向に押動してスライドさせる。
【００５７】
　図１において第２のスライド体 32が右方向にスライドすることにより、第２のスライド
体 32の第１のラック部 42bに一方のギヤ部 46bが噛合する回動体 34が反時計回り方向に回動
し、回動規制部 43bと切欠部 47bとが対向し、また、回動体 34の反時計回り方向への回動に
より、他方のギヤ部 46aが第１のラック部 42aに噛合する第１のスライド体 31が左方向に連
動してスライドし、回動規制部 43aと切欠部 47aとが対向する。
【００５８】
　図１１に示すように、回動規制部 43a， 43bと切欠部 47a， 47bとが対向した状態で、第２
のスライド体 32がさらに右方向へスライドし、第２のラック部 44bが回動体 34の他方のギ
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ヤ部 46aに当接して反時計回り方向へ回動させようとする。しかし、第２のスライド体 32
の第１のラック部 42bから外れた一方のギヤ部 46bが第１のスライド体 31の回動規制部 43a
に当接して回動体 34の反時計回り方向への回動を規制する。そのため、第２のスライド体
32の右方向へのスライドを規制する。
【００５９】
　図１１に示す状態で第２のスライド体 32の右方向へのスライドが規制された後は、大径
のディスク DLの挿入が左寄り、つまり中心線Ｏ寄りに移動する。
【００６０】
　図１２に示すように、大径のディスク DLを中心線Ｏ寄りに移動させて挿入することによ
り、大径のディスク DLの周縁左側が第１のスライド体 31のディスク当接部 39に接触し、第
１のスライド体 31を左方向に押動してスライドさせ、大径のディスク DLが中心線Ｏに沿う
。
【００６１】
　第１のスライド体 31が左方向にスライドすることにより、回動規制部 43aがギヤ部 46bか
ら外れ、回動体 34の回動規制を解除する。
【００６２】
　この後は、上述したように、大径のディスク DLが左寄りに挿入された場合と同様の動作
となる。
【００６３】
　また、大径のディスク DLが中心線Ｏに沿って挿入された場合には、各スライド体 31， 32
のディスク当接部 39， 41に大径のディスク DLの周縁両側が当接し、各スライド体 31， 32が
同期して互いに反対方向へスライドするため、回動体 34の回動規制によって各スライド体
31， 32のスライドが規制されることなく、大径のディスク DLを中心線Ｏに沿って挿入でき
る。
【００６４】
　また、小径のディスク DSおよび大径のディスク DLの排出時には、ローディングローラ 27
の駆動によってアンローディングされるディスク DS， DLの周縁が各スライド体 31， 32のデ
ィスク当接部 39， 41に当接し、各スライド体 31， 32が同期して互いに反対方向へスライド
するため、回動体 34の回動規制によって各スライド体 31， 32のスライドが規制されること
なく、ディスク DS， DLを中心線Ｏに沿って排出できる。
【００６５】
　このように、ディスク挿入方向Ｆの中心線Ｏに対して交差する方向にスライドするスラ
イド体 31， 32のスライド部 38， 40を並設し、これらスライド部 38， 40間にスライド体 31，
32が同期して互いに反対方向へスライドするのを許容するとともにスライド体 31， 32のう
ちのいずれか一方のみがスライドするのを規制する回動体 34を設けることにより、ディス
ク挿入方向Ｆの中心線Ｏに沿ってディスクが挿入されるように位置決めできるため、部品
点数が少なく、簡単な構成で、小形化できる。
【００６６】
　さらには、各スライド体 31， 32に第１のラック部 42a， 42b、回動規制部 43a， 43b、第２
のラック部 44a， 44bを設け、回動体 34にギヤ部 46a， 46bおよび切欠部 47a， 47bを設けるだ
けで、各スライド体 31， 32が同期して互いに反対方向へスライドするときには、各ギヤ部
46a， 46bが各第１のラック部 42a， 42bから外れて各切欠部 47a， 47bが各回動規制部 43a， 4
3bに対向するとともに各ギヤ部 46a， 46bが各第２のラック部 44a， 44bに噛合する回動体 34
の回動を許容でき、また、例えば、第１のスライド体 31のみがスライドするときには、第
１のスライド体 31の第１のラック部 42aから外れたギヤ部 46aが第２のスライド体 32の回動
規制部 43bに当接して回動体 34の回動を規制し、第２のスライド体 32の第１のラック部 42b
から外れたギヤ部 46bが第１のスライド体 31の第２のラック部 44aと当接して第１のスライ
ド体 31のスライドを規制できるため、簡単な構成で、ディスク挿入方向Ｆの中心線Ｏに沿
ってディスクが挿入されるように位置決めできる。
【００６７】
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　また、第１のラック部 42a， 42bと第２のラック部 44a， 44bとの間の回動規制部 43a， 43b
の距離は、回動体 34の一方のギヤ部 46aから他方のギヤ部 46bまでの切欠部 47a， 47bの距離
より長いため、例えば、一方の第１のスライド体 31のみがスライドするときに、一方の第
１のスライド体 31の第１のラック部 42aから外れたギヤ部 46aが他方の第２のスライド体 32
の回動規制部 43bに確実に当接し、回動体 34の回動を規制して一方の第１のスライド体 31
のみがスライドするのを規制できる。
【００６８】
　なお ィスク挿入位置決め装置 30で取り扱うディスクには、音楽用の再生専用のコン
パクトディスクに限らず、その他の光学ディスク、光磁気ディスク、フレキシブル磁気デ
ィスクなどにも適用でき、同様の作用効果が得られる。また、ディスク挿入位置決め装置
30を適用する駆動装置は、ディスクプレーヤに限らず、ディスクに対して記録可能なディ
スク記録再生装置にも適用でき、同様の作用効果が得られる。
【００６９】
【発明の効果】
　 求項 記載のディスク挿入位置決め装置によれば １および第２のスライド体に第
１のラック部、回動規制部および第２のラック部を設け、回動体にギヤ部および切欠部を
設ける 、

互い
に反対方向へスライドするときには ギヤ部が各第１のラック部から外れて各切欠部が
各回動規制部に対向するとともに各ギヤ部が各第２のラック部に噛合する 回動体
回動 を許容でき、また、いずれか一方のスラ
イド体 がスライドする
ときには、一方のスライド体の第１のラック部から外れた ギヤ部が他方のスライド
体の回動規制部に当接して回動体の回動 規制 他方 ヤ部が一方のスラ
イド体の第２のラック部と当接して一方のスライド体のスライドを規制できるため、簡単
な構成で、ディスク挿入方向の中心線に沿ってディスクが挿入されるように位置決めでき
る。
【００７０】
　 、第１のラック部と第２のラック部との間の回動規制部の距離は、回動体の一方の
ギヤ部から他方のギヤ部までの切欠部の距離より長く設けられているため、いずれか一方
のスライド体のみがスライドするときに、いずれか一方のスライド体の第１のラック部か
ら外れたギヤ部が他方のスライド体の回動規制部に確実に当接し、回動体の回動を規制し
て一方のスライド体のみがスライドするのを規制できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態を示すディスク挿入位置決め装置を適用したディスクプ
レーヤの概略平面図である。
【図２】　同上ディスクプレーヤの概略正面図である。
【図３】　同上ディスク挿入位置決め装置の分解状態の斜視図である。
【図４】　同上ディスクプレーヤの分解状態の斜視図である。
【図５】　同上ディスク挿入位置決め装置において小径のディスクの左寄り挿入時の動作
を説明する説明図である。
【図６】　同上図５に続く説明図である。
【図７】　同上ディスク挿入位置決め装置において小径のディスクの右寄り挿入時の動作
を説明する説明図である。
【図８】　同上図７に続く説明図である。
【図９】　同上ディスク挿入位置決め装置において大径のディスクの左寄り挿入時の動作
を説明する説明図である。
【図１０】　同上図９に続く説明図である。
【図１１】　同上ディスク挿入位置決め装置において大径のディスクの右寄り挿入時の動
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ことにより 第１および第２のスライド体の各ディスク当接部にディスクが非接触
の状態で回動体の各ギヤ部が各第１のラック部に噛合しており、第１および第２のスライ
ド体の両ディスク当接部にディスクが当接してこれら第１および第２のスライド体が

、各
ように が

して第１および第２のスライド体のスライド
のディスク当接部のみにディスクが接触してこの一方のスライド体

一方の
が されるとともに のギ

また



作を説明する説明図である。
【図１２】　同上図１１に続く説明図である。
【図１３】　同上図１０または図１２に続く説明図である。
【図１４】　同上図１３に続く説明図である。
【符号の説明】
　　　　 30　　ディスク挿入位置決め装置
　　　　 31　　第１のスライド体
　　　　 32　　第２のスライド体
　　　　 33　　付勢手段としてのスプリング
　　　　 34　　回動体
　　　　 38， 40　　スライド部
　　　　 39， 41　　ディスク当接部
　　　　 42a， 42b　　第１のラック部
　　　　 43a， 43b　　回動規制部
　　　　 44a， 44b　　第２のラック部
　　　　 46a， 46b　　ギヤ部
　　　　 47a， 47b　　切欠部
　　　　 53　　規制手段
　　　　 DL， DS　　ディスク
　　　　Ｆ　　ディスク挿入方向
　　　　Ｏ　　中心線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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